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教 育 研 究 業 績 書 

令和 7 年 5 月 1 日 

氏名  竹中 真司    

研究分野 研究内容のキーワード 

社会福祉分野 高齢者保健福祉、高齢者虐待、エイジズム、ウェルビーイン

グ、高齢者の生活保障、成年後見制度 

教育上の能力に関する事項 

事   項 年 月 日 概   要 

1. 教育方法の実践例 

 

  

2. 作成した教科書、教材 

 

  

3. 教育上の能力に関する大学

等の評価 

  

4. 実務の経験を有する者につ

いての特記事項 

  

5. その他   

職務上の実績に関する事項 

事   項 年 月 日 概   要 

1. 資格、免許 

 

 

平成 13 年 2

月 13 日 

平成 20 年 3

月 31 日 

社会福祉士登録(第 24147 号) 

 

介護教員講習会修了(No.1970714) 

2. 特許等 

3.  

  

4. 実務の経験を有する者につ

いての特記事項 

  

5. その他 

 

 

 

平成 21 年 9

月～現在 

 

 

 

 

平成 24 年 9

月 

～現在 

 

平成 21～23 年度文部科学省大学教育充

実のための戦略的大学連携 (総合的連携

型)「地域の人材育成に貢献する短期大学

の役割と機能の強化のための戦略的短大

連携事業」事業推進委員 

 

平成24年度文部科学省大学間連携共同教

育推進事業「短期大学士課程の職業・キ

ャリア教育と共同教学 IR ネットワーク」

事業推進委員、職業教育・キャリア教育

成果検証部会委員 



2 

 

研究業績等に関する事項 

著書、学術論文

等の名称 

単著、共著

の別 

発行又は発表

の年月 

発行所、発表雑誌等

又は発表学会等の名

称 

概        要 

（著書） 

 

 

    

（学術論文） 

高齢者虐待

の定義と要

因について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護福祉士

養成施設に

在学する留

学生の生活

実態と支援

の在り方に

関する考察 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

平成 13 年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3

月 

 

学位論文(修士) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀女子短期大

学研究紀要第 56

集 

 

本論文では高齢者虐待の研究

が進んでいる米国の制度と現

状を紹介し、併せてわが国に

おける先行調査・研究の整理

を行った。また、在宅要介護

高齢者の虐待実態調査を実施

した上で、高齢者虐待の要因

分析と虐待の定義について考

察した。 

 

 

 

本学地域みらい学科福祉とソ

ーシャルケアコースの 2019

年に入学した、外国人留学生

を対象にアンケート調査を実

施し、得られたデータについ

て考察を行った。 
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（その他） 

1. 地域社会

に愛される

短期大学生

涯学習セン

ターの運営

を目指して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.カリキュラ

ムと教員の

コンソーシ

アムスタン

ダードを探

る「専門職養

成―介護福

祉士―」 

 

 

 

 

 

単独 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 6

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年度採択 

大学教育充実の

ための戦略的大

学連携支援プロ

グラム―地域の

人材育成に貢献

する短期大学の

役割と機能強化

のための戦略的

短大連携事業(以

下、戦略的短大連

携 GP)―2010 合

同 FD/SD 宿泊研

修会 (於：長崎全

日空ホテルグラ

バーヒル) 

 

戦略的短大連携

GP―第 31回短期

大学の将来構想

に関する研究会 

(於：佐賀女子短期

大学) 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀女子短期大学における生

涯学習センターの事業紹介

と、これまでの事業の分析結

果・課題をまとめた。連携短

期大学との情報交換、共同研

究の足掛かりとするためのパ

ネル発表。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期大学コンソーシアム九州

が継続して取り組んできた合

同 FD/SD 研修会を活用し、自

学の FD/SD の活性化に繋げ

る為、より質の高い PDCA サ

イクルの確立は可能か、また

社会的評価の高いコンソーシ

アムスタンダードを構築し、

短大全体の改善・充実と教育

の質保障の為の今後の課題に

ついての報告とパネルディス

カッション。 
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3.WIL 先進

校の事例報

告・今後の課

題について

― 職 業 教

育・キャリア

教育成果検

証部会から

の中間報告

― 

 

 

 

共同 

 

平成 26 年 2

月 

 

平成 24 年度採択 

大学間連携共同

教育推進事業第 2

回公開研究会「短

期大学と職業・キ

ャリア教育」 

(於：香蘭女子短期

大学) 

 

職業・キャリア教育成果検証

部会が京都産業大学を訪問

し、具体的なWILの取組み(日

本型コーオプ教育 )を視察し

た。同視察を通して得られた

知見の紹介と今後の取り組み

課題についての報告を行っ

た。 


